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プログラム

北海道スマートフードチェーンプロジェクトにおける取組成果

基調講演「北のグルメハンターが語る北海道農産物の可能性」
本田大助 株式会社大丸松坂屋百貨店北海道物産展バイヤー

モデレーター ：湯川智行
パ ネ リ ス ト：本田大助／長谷川明彦／畠山知久

 中村由美子／横田喜美子／奈良部孝

農研機構 北海道農業研究センター

北海道農産物の可能性や、消費者からのニーズに対する課題、研究現場への要望など、
それぞれの立場でトークを繰り広げます

北海道スマートフード
チェーンプロジェクト
事業化戦略会議2024

2024年

4月18日
13:00～17:00

STVホール
札幌市中央区北1条西8丁目1-1
（施設内禁煙）

会場：200名
オンライン：500名

／参加無料

木

会 場

定 員

―生産、加工、流通、販売、消費という一連のフード
チェーンをAIやデータ連携で効率化する―それがスマート
フードチェーンです。
北海道農業を維持していくために何が必要か、専門家
を交えて考えます。

（12：00～受付開始）

第1部

第2部

パネルディスカッション



●ＪＲ：ＪＲ札幌駅から徒歩15分
●地下鉄：市営地下鉄大通駅から徒歩10分
●バス：北１条西７丁目バス停から徒歩１分

アクセス

申込はこちらから

https://prd.form.naro.go.jp/form/pub/naro01/hokkaidosfc_2024

［申込締切］
会場：2024年4月11日（木）17時
Web：2024年4月17日（水）17時

登壇者プロフィール

神戸市出身。関西学院大学卒業後、大丸
百貨店に入社。 食品売り場などで勤務後、
食に対する好奇心と行動力を買われて北
海道に駐在、以来「北海道物産展専門バ
イヤー」として活躍。広大な北海道内を
自ら見て回り、生産者と直接話をするこ
とにこだわる。道内を駆け回っておいし
いものを知り尽くしている「北のグルメ
ハンター」。

‘69年愛知県生まれ。‘92年北海道大学農
学部を卒業し、雪印乳業株式会社に就職。
入社以来、多くの期間を牛乳乳製品の原
料である生乳の調達業務に係わり、東京
本社における企画、北海道エリアや東日
本エリアにおける調達実務を担当してき
た。現任の北海道酪農事務所には昨年5
月に異動し、札幌勤務は3回目。

‘89年4月農林水産省農業研究セン
ター企画調整部採用。農作物の減収や
品質低下を招く「線虫」の研究に従事。
「ジャガイモシストセンチュウ類」の
検診法や防除技術を開発した。生産環
境研究領域長、研究推進部長等を歴任
し’22年4月から現職。博士（農学）。

千歳市で中村牧場を経営継承。全道の
女性農業者組織「きたひとネット」の
立ち上げ、全国酪農家を対象にした
「酪農女性サミット」の開催など
女性農業者のネットワーク化を推進。
農協理事、農業委員、生乳共販組合長
などの役職を歴任。地域農協が経営す
る「駒そば亭」店長。

‘91年ホクレンに入会。長沼研究農場で
組織培養やDNAマーカーなどバイテク
利用による品種開発の省力化・効率化
業務に従事。‘17年に食品品質・表示管
理課長。ホクレンの食品製造施設や関
連会社の品質監査に従事。’19年から食
品検査分析センター長。北海道農畜産
物の安全と品質の確保および付加価値
向上を担う。’23年2月より現職。

モデレーター／湯川 智行 農研機構理事

北海道スマートフードチェーンプロジェクト事業化戦略会議2024

本田 大助
株式会社大丸松坂屋百貨店本部営業本部MDコンテンツ
開発第２部北海道物産展バイヤー

畠山 知久
雪印メグミルク株式会社酪農部副部長兼北海道酪農
事務所長

長谷川 明彦
ホクレン農業協同組合連合会農業総合研究所長

中村 由美子
中村牧場

‘88年4月北海道庁入庁。農政部、振興局
等で主として「食の安全・安心」確保関
係の業務に従事。農政部食品政策課長、
農業経営局長、食の安全推進監等を歴任
し’22年4月から（地独）北海道立総合研
究機構経営管理部長、‘23年6月から現職。

横田 喜美子
地方独立行政法人北海道立総合研究機構理事

奈良部 孝
農研機構北海道農業研究センター所長

‘85年農林水産省農業研究センター採用。北陸農業試験場、北海道農業研究センター、中央農業総
合研究センターにて水田の作付体系に関する研究に従事。途中、アメリカワシントン州立大学に
留学。その後、農研機構本部にて主に研究企画調整、秋田県に出向し秋田県農業試験場長、東北
農業研究センター所長、果樹茶業研究部門所長を歴任し、’22年4月から現職。博士（学術）。

会場に駐車場はありません。公共交通機関をご利用下さい

至 札幌駅
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